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意
見
書
は
関
係
機
関
に
提
出
し
ま

し
た
。

固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
の
軽

減
措
置
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書

　

東
京
都
が
継
続
実
施
し
て
い
る

「
小
規
模
住
宅
用
地
に
対
す
る
都
市

計
画
税
の
軽
減
措
置
」
「
小
規
模
非

住
宅
用
地
に
対
す
る
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
の
減
免
措
置
」及
び「
商

業
地
等
に
対
す
る
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
の
負
担
水
準
の
上
限
引
下

げ
措
置
」
は
、
区
民
の
過
重
な
税
負

担
を
緩
和
し
、
厳
し
い
経
営
環
境
に

あ
る
小
規
模
事
業
者
に
と
っ
て
も
、

事
業
の
継
続
や
経
営
の
健
全
化
へ
の

大
き
な
支
え
と
な
っ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
東
京
都

に
対
し
、
左
記
事
項
に
つ
い
て
平
成

29
年
度
以
降
も
継
続
す
る
よ
う
強
く

求
め
る
も
の
で
あ
る
。

記

１　

小
規
模
住
宅
用
地
に
対
す
る
都

　

市
計
画
税
を
２
分
の
１
と
す
る
軽

　

減
措
置

２　

小
規
模
非
住
宅
用
地
に
対
す
る

　

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
を
２

　

割
減
額
す
る
減
免
措
置

３　

商
業
地
等
に
お
け
る
固
定
資
産

　

税
・
都
市
計
画
税
に
つ
い
て
、
負

　

担
水
準
の
上
限
を
65
％
に
引
き
下

　

げ
る
減
額
措
置

（
東
京
都
知
事
あ
て
）

防
災
用
語
を
わ
か
り
や
す
い
名
称
に

見
直
す
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

　

災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
く
避
難

の
呼
び
か
け
は
、
緊
急
性
の
低
い
順

か
ら
「
避
難
準
備
情
報
」
「
避
難
勧

告
」
「
避
難
指
示
」
と
な
っ
て
い
る

が
、
危
険
の
レ
ベ
ル
や
災
害
の
状
況

等
が
わ
か
り
に
く
く
、
受
け
手
側
の

的
確
な
判
断
や
行
動
に
つ
な
が
る
も

の
に
な
っ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
切
迫
し
た
災
害
の
危
険
か

ら
逃
れ
る
た
め
の
「
避
難
場
所
」
と
、

そ
の
後
の
避
難
生
活
を
送
る
た
め
の

「
避
難
所
」
に
つ
い
て
も
、
名
称
が

類
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
役

割
の
違
い
が
充
分
に
浸
透
し
て
い
る

と
は
言
い
難
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

　

一
人
ひ
と
り
が
必
要
な
対
策
を
講

じ
、
災
害
に
よ
る
被
害
を
で
き
る
だ

け
少
な
く
す
る
た
め
に
も
、
災
害
の

危
険
レ
ベ
ル
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
、
混

乱
を
招
く
こ
と
が
な
い
、
わ
か
り
や

す
い
防
災
用
語
を
使
用
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
政
府
に

対
し
、
住
民
が
災
害
や
危
険
の
状
況

を
理
解
し
、
自
ら
の
行
動
に
結
び
つ

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
防
災
用

語
を
わ
か
り
や
す
い
名
称
に
見
直
す

こ
と
を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

（
内
閣
総
理
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣
、

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
防
災
）
あ

て
）

ホ
ー
ム
ド
ア
の
設
置
と
「
内
方
線
付

き
点
状
ブ
ロ
ッ
ク
」
の
整
備
促
進
を

求
め
る
意
見
書

　

本
年
８
月
、
東
京
メ
ト
ロ
銀
座
線

青
山
一
丁
目
駅
で
、
盲
導
犬
を
連
れ

て
い
た
視
覚
障
が
い
者
の
男
性
が
ホ

ー
ム
か
ら
転
落
し
死
亡
す
る
と
い
う

大
変
痛
ま
し
い
事
故
が
あ
っ
た
。

　

現
在
、
１
日
に
10
万
人
以
上
の
乗

降
客
が
あ
る
全
国
251
駅
の
う
ち
ホ
ー

ム
ド
ア
が
設
置
さ
れ
て
い
る
駅
は
77

駅
に
止
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
平
成

28
年
３
月
末
現
在
、
全
国
約
９
千
500

駅
の
う
ち
ホ
ー
ム
ド
ア
の
整
備
が
完

了
し
て
い
る
の
は
665
駅
で
あ
る
。
駅

の
安
全
対
策
の
観
点
か
ら
も
列
車
と

の
接
触
や
転
落
防
止
に
効
果
が
高
い

ホ
ー
ム
ド
ア
や
転
落
防
止
柵
の
設
置

は
急
務
で
あ
る
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ド
ア
等
が
設
置
さ

れ
る
ま
で
の
対
策
と
し
て
、
視
覚
障

が
い
者
が
ホ
ー
ム
の
内
側
を
判
別
で

き
る「
内
方
線
付
き
点
状
ブ
ロ
ッ
ク
」

の
整
備
も
重
要
で
あ
る
。
現
在
、
１

日
の
利
用
者
が
１
万
人
以
上
の
駅
で

の
整
備
率
は
63
％
で
あ
る
が
、
ぜ
ひ

全
駅
に
お
い
て
整
備
を
進
め
る
べ
き

で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
政
府
に

対
し
、
視
覚
障
が
い
者
を
は
じ
め
駅

利
用
者
が
安
心
し
て
駅
ホ
ー
ム
を
利

用
で
き
る
よ
う
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト

両
面
に
お
け
る
総
合
的
な
転
落
事
故

防
止
対
策
の
検
討
を
急
ぐ
と
と
も
に
、

駅
ホ
ー
ム
の
さ
ら
な
る
安
全
性
向
上

に
向
け
、
左
記
事
項
に
つ
い
て
取
り

組
む
こ
と
を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ

る
。

記

１　

ホ
ー
ム
ド
ア
の
設
置
に
あ
た
っ

　

て
は
、
全
て
の
鉄
道
駅
ホ
ー
ム
の

　

危
険
箇
所
の
実
態
調
査
を
速
や
か

　

に
行
う
こ
と
。
と
り
わ
け
、
転
落

　

の
危
険
性
が
高
い
駅
に
つ
い
て
は
、

　

現
在
計
画
中
の
駅
と
あ
わ
せ
て
、

　

速
や
か
な
設
置
を
実
現
す
る
こ
と
。

２　
「
内
方
線
付
き
点
状
ブ
ロ
ッ
ク
」

　

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
全
駅
で
の

　

整
備
を
促
進
す
る
こ
と
。

３　

ソ
フ
ト
面
の
対
応
と
し
て
、
希

　

望
者
へ
の
駅
係
員
の
ア
テ
ン
ド
や
、

　

一
般
旅
客
に
対
す
る
誘
導
案
内
、

　

さ
ら
に
は
視
覚
障
が
い
者
へ
の
積

　

極
的
な
声
か
け
等
事
故
を
未
然
に

　

防
ぐ
対
策
を
強
化
す
る
こ
と
。

（
内
閣
総
理
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣

あ
て
）

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
構
築
に
向

け
た
教
育
環
境
整
備
に
関
す
る
意
見

書
　

平
成
25
年
９
月
に
学
校
教
育
法
施

行
令
の
一
部
改
正
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

共
生
社
会
の
形
成
に
向
け
て
、
障
害

の
あ
る
子
ど
も
と
な
い
子
ど
も
が
共

に
学
ぶ
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ

ス
テ
ム
の
構
築
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。

　

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム

に
お
い
て
は
、
同
じ
場
で
共
に
学
ぶ

こ
と
を
追
求
す
る
と
と
も
に
、
個
別

の
教
育
的
ニ
ー
ズ
の
あ
る
児
童･

生

徒
に
対
し
て
、
自
立
と
社
会
参
加
を

見
据
え
て
、
そ
の
時
点
で
教
育
的
ニ

ー
ズ
に
最
も
的
確
に
応
え
る
指
導
を

提
供
で
き
る
、
多
様
で
柔
軟
な
仕
組

み
を
整
備
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

特
別
支
援
教
育
を
必
要
と
す
る
児

童
・
生
徒
数
は
毎
年
増
加
し
て
お
り
、

必
要
な
人
員
配
置
が
追
い
つ
い
て
い

な
い
状
況
、
教
職
員
等
の
専
門
性
の

確
保･

向
上
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る

状
況
が
あ
る
が
、
財
政
的
課
題
や
専

門
性
の
あ
る
教
職
員
等
が
確
保
で
き

な
い
と
い
っ
た
問
題
が
あ
り
、
す
べ

て
の
要
望
に
は
応
え
ら
れ
て
い
な
い

状
況
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
国
会
及

び
政
府
に
対
し
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

教
育
の
構
築
に
向
け
た
教
育
環
境
整

備
に
つ
い
て
、
教
職
員
の
職
務
環
境

の
改
善
、
財
政
的
支
援
等
、
国
に
お

い
て
抜
本
的
な
対
策
を
講
ず
る
よ
う

強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

（
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、
文
部
科

学
大
臣
あ
て
）

学
校
施
設
環
境
整
備
事
業
に
対
す
る

国
庫
補
助
を
求
め
る
意
見
書

　

各
自
治
体
が
作
成
し
た
施
設
整
備

計
画
に
基
づ
い
て
実
施
す
る
学
校
施

設
改
修
や
空
調
施
設
整
備
等
の
事
業

に
つ
い
て
は
、
国
の
補
助
制
度
で
あ

る
「
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
」

の
対
象
事
業
で
あ
る
が
、
２
０
１
５

年
度
に
お
い
て
は
全
国
の
地
方
公
共

団
体
が
実
施
を
予
定
し
て
い
た
事
業

計
画
額
を
国
の
予
算
が
下
回
り
、
予

定
し
て
い
た
耐
震
化
以
外
の
各
種
教

育
環
境
整
備
事
業
の
多
く
が
不
採
択

と
な
り
、
老
朽
化
対
策
や
給
食
施
設

な
ど
の
環
境
整
備
の
促
進
に
影
響
が

あ
っ
た
。

　

当
区
に
お
い
て
も
、
２
０
１
５
年

度
に
実
施
予
定
で
あ
っ
た
学
校
環
境

整
備
事
業
は
、
採
択
さ
れ
な
か
っ
た

こ
と
に
よ
る
歳
入
の
減
額
で
、
区
債

や
一
般
財
源
で
対
応
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
２
０
１
６
年
度
に
つ
い

て
は
、
計
画
し
て
い
た
小
学
校
４
校
、

中
学
校
１
校
の
ト
イ
レ
改
修
事
業
が

国
庫
補
助
の
不
採
択
に
よ
り
２
億
５

千
万
円
を
超
え
る
歳
入
の
減
額
と
な

り
、
一
般
財
源
や
区
債
で
対
応
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

２
０
１
７
年
度
は
、
小
学
校
13
校
、

中
学
校
５
校
の
ト
イ
レ
改
修
工
事
が

予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
３
年
連
続
で

「
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
」
が

不
採
択
と
な
れ
ば
、
区
の
財
政
負
担

が
さ
ら
に
増
え
、
今
後
の
環
境
整
備

計
画
の
進
捗
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
か

ね
な
い
状
況
も
懸
念
さ
れ
る
。

　

よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
国
会
及

び
政
府
に
対
し
、
学
校
環
境
整
備
事

業
に
対
す
る
国
庫
補
助
金
の
十
分
な

予
算
枠
を
確
保
し
、
未
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
が
安
全
、
安
心
、
快
適
に

学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
自
治
体

か
ら
の
要
望
の
上
が
っ
て
い
る
学
校

施
設
環
境
整
備
事
業
が
国
庫
補
助
対

象
と
し
て
採
択
さ
れ
る
こ
と
を
強
く

求
め
る
も
の
で
あ
る
。

（
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、
文
部
科

学
大
臣
あ
て
）

東
京
都
建
築
安
全
条
例
に
基
づ
く
長

屋
規
制
の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書

　

当
区
に
お
い
て
、
現
在
、
道
路
や

委員会名 日　　程
主な内容（件数）

審査
報告 その他

議案 請願 陳情

総 務 委 員 会
11 月　2 日（ 水 ） 1 3 3

12 月　5 日（ 月 ） 2

12 月　6 日（ 火 ） 6 2 3 12

区 民 委 員 会
11 月　4 日（ 金 ） 2 4

12 月　7 日（ 水 ） 3 2 6

産 業 環 境 委 員 会
11 月　4 日（ 金 ） 6

12 月 12 日（ 月 ） 3 2

厚 生 委 員 会
11 月　7 日（ 月 ） 1 8 5

12 月 13 日（ 火 ） 3 8 3

建 設 委 員 会
11 月　7 日（ 月 ） 4 6

12 月 13 日（ 火 ） 10 4 8

12 月 22 日（ 木 ） 2

文 教 委 員 会
11 月　8 日（ 火 ） 3 3

12 月 14 日（ 水 ） 2 3 7

議 会 運 営 委 員 会

11 月　1 日（ 火 ） 1

第４回定例会
について

11 月 30 日（ 水 ）

12 月　8 日（ 木 ） 1

12 月 21 日（ 水 ）

交通網 ・都市基盤整備
調 査 特 別 委 員 会

11 月　9 日（ 水 ） 1 1

12 月 15 日（ 木 ） 1 3

待機児童・子どもの貧困対策
調 査 特 別 委 員 会

11 月 10 日（ 木 ） 3 4

12 月 15 日（ 木 ） 3 2

災 害  ・ オ ウ ム 対 策
調 査 特 別 委 員 会

11 月 10 日（ 木 ） 1 1 2

12 月 16 日（ 金 ） 1 1 1

エ リ ア デ ザ イ ン
調 査 特 別 委 員 会

11 月 11 日（ 金 ） 1 5

12 月 19 日（ 月 ） 1 4

■委員会活動

避
難
経
路
の
安
全
性
を
考
慮
し
な
い

複
数
の
大
規
模
長
屋
計
画
が
予
定
さ

れ
、
建
築
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
状
況
は
、
震
災
時
や
火
災
時
に

お
い
て
長
屋
居
住
者
や
隣
接
住
民
の

避
難
及
び
消
火
活
動
に
困
難
を
き
た

し
、
地
域
の
安
全
を
脅
か
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
「
東
京
都
建
築

安
全
条
例
」
に
は
、
準
耐
火
建
築
物

の
長
屋
に
対
す
る
戸
数
制
限
な
ど
の

定
め
が
な
く
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な

長
屋
が
多
数
建
築
さ
れ
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
。
安
全
な
長
屋
計
画
を
誘

導
す
る
た
め
に
は
、
都
条
例
の
規
定

整
備
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
東
京
都

に
対
し
、
良
好
な
住
環
境
の
整
備
を

図
る
た
め
、
東
京
都
建
築
安
全
条
例

の
見
直
し
を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ

る
。

（
東
京
都
知
事
あ
て
）

【
い
ず
れ
も
12
月
22
日
議
決
】

用

語

解

説

＊
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
…�

障
が
い
者
が
能
力
を
最
大
限
度
ま
で
発
達
さ
せ
、
自
由
な
社
会
に
効
果
的
に
参
加
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
障
が
い
の
あ
る
者
と
障
が
い
の
な
い
者
が
共
に
学
ぶ
仕
組
み
。

＊


